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鋼橋技術研究会　示方書研究部会

施工基準研究分科会
昭和63年度　研究テーマl　UT検査の鋼橋への適用について

研究幸侵告

1．まえがき

　UT検査の鋼橋への適用要領を、下記に示す主旨に基づき道示に明文化するために、バッ

クデータを収集、整理することを昭和63年度の研究テーマとしたが、現状調査及び問題

点の整理の結果（途中経過）を中間報告する。

●　　　　研究の主旨1現在の道路橋示方書（昭和55年2月）一以下　道示一においては、主要

　　　部材の突合せ溶接部の非破壊検査ばRT（放射線透過検査）によることになっているが、

　　　UT（超音波探働検査）の適用要領を明確にすることによって、RTとUTの選択を自由

　　　にし、両者の利点をいかした検査を行い、溶援部の品質保証、検査の安全性、経済性を一

　　　層高めることは鋼橋を施工する上で有意義なことである。

2．　昭和63年度の研究結果　　（調査、収集した資料の一覧表はP－14に示す。）

2－1　現状調査

（1）基準

a。　下記の基準について、その内容を調査した。

道示　；参照資料番号U－2，18，20

J　I　S　l参照資料番号U－3，4，17，20
道示以外の鋼橋基準

　首都高；参照資料番号U－13，17

　本四　；参照資料番号U－16，25

　鉄建公団、J　R、名古屋高速、道路公団；参照資料番号U－25

鋼橋以外の鋼構造物の基準

　鉄骨　；参照資料番号U－17，19，20
国外の基準

　AWS，ASME，BS　l参照資料番号U－17
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要旨→　道示においては、昭和55年2月版に対して平成元年版の改訂版で

は下記のようにUT検査にっいての記載が一歩進んだ内容になっている。し

かしながら、過去の実績資料の提出、自動UTの信頼性の確認及び手探働U

Tの記録にかオ）る抜取り立会検査等の必要がある旨の記載がある。

　道示以外の鋼橋の基準にっいても、X線検査が適用できない箇所（例えば、

脚の隅角部，第三者放射線被爆の問題のある現場等）をUTで検査すること

になっており・RTと対等の位置付けでUTを適用してよいとの記述はない．

　鋼橋以外の鋼構造物の基準として鉄骨に対する日本建築学会基準があるが、

同基準ではUTが非破壊検査の主流として適用されている．

　　　　逢｝不　平ノ双元チ¢ヌ訂ぢ女

（本幻

　　　　1）　突合せ継手の内部欠陥に対する検売

　　　　　i）主要部材の突合せ継手は．欲射腺透過試験により裳一15．3．IOに示

　　　　　す1グルーブごとに1継手の抜取り検立を行うものとナる．ただ

　　　　　し，十分な資料を有する場合は，放射譲遭過試験のかわりに超音岐

　　　　　探傷試験を用いることができる．

（解説）

超音彼探傷試験による溶按部の非破壊検査は，一般舜・に　　　　　　　　　し，

a）部材にとって最も有害なわれに類する久陥の検出能力に優れ　　　あ茂

　　ている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　b）各種の継手形状への適応性に艇れている。　　　　　　　　　　るカ

　c）探傷装置の取扱いが容易で安全である．　　　　　　　　　　　嬬
　d）探鷹結果が即座に判断できて，能率的である．　　　　　　　　　を萄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ことから，橋梁の現楊溶按部や他の構造物でも用いられっっある．

そこで，適用実績についての資科を有3しる』場合は，放射線透過試　　　　¢

験のかわりに超晋波　倒　　を用いることができるものとした．　　　　　疋

この鳩合・試験要領は下記によるものとする・　　　　　　　　　　　　工

　a）超音波探働試験は，JIS　Z3060r鋼i容接部の超音波探傷試験　　　　　而

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一方法および試験結果の守級分類　法』に　って行よっ　の　　，　　　　つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒溶援腺長30胴を1単位として，表一15。3．10の『1枚』をr1単　　　　望

位』と競み変えた抜き取り検査とする．　　　　　　　　　　　　　て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一b）試験結果の判定は，引張応力を受ける溶接部はJIS．Z3060に　　　　丁
示す2級以上，圧縮応力を受ける溶接部は3級以上を合格とし，　　　亙

不合絡となった場合の処置は放射線透過試験に準ずるものとす　　　　逞

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工

c）踏技術者は，（社蹴人旧本非蹴検麹会によって認定　　工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性された2級以上の有資格者とし・超音波探煙試験の検出レベル　　　　ー
はL検出レベルとする・　（L検出およびその検出能にっいては，

　JIS　Z3060の解説に述べられている．）

なお・超音波探蠣試験と・放射線透過試験とは，欠陥の検出方法

が異なっており，溶棲欠陥に対して必ずしも同じ結果にはならない

が，上記の甲づでは　　　の　耳　β鼻’｛　ムわ　　いる　一∫

し，両試験の等級分類の許容寸法の決め方は必ずしも岡じではない

ので適用にあたっては試験の特徴を十分理解しておく必要がある．

　また，超音波探傷法としては，最近自動漂傷装置が開発されてい

るが，来だJISに規定されていないのでその使用にあたっ七は，欠

陥検出精度とその信頼性等について上記JIS規格を満足できるこど

を硫認する必要がある．

　しかし1超音波探腐試験法のデータの取リ方の統L，検査技術者

の資招試験の充実等によって，最近では超音波探傷試験法の侶頼性．

　に問麺はないとゴ←え　よい．士園　JIS　Z3060の”にも炭るが　．

幽出レベルであれば・・さなブローホールやスラグ港込みなどの欠．

陥を見蕩とす可能性はあるが，割れや溶込み不良などの脱い欠陥に

ついエは，逆に超音波探悩試験の　が険出することにすぐれている

場Aが一い．また，L検出レペルで見蕩とすような微小欠陥にっい

ては1，放射嫁透過試験でも，たとえば，板雁25m以下では0・5m£

下の久陥はカウントし塗いことになっており問錘がないと者えてよ

い．ただし，超音波傑19塾験には且自動記録装皿のっいた自動探傷

法と…韮探傷法があるが，前者の場合は，装皿の精度と侶頼性にっい

』嚇㌧認必一砿の鵬Aは記除が手書きになるの
で仮粗立検交蒔に抜取リ検査をすることなどによってデータの評」曳

性と粒皮を十分硅認する必要がある．

b．　基準制定のいきさつにっいては、RTのJ　I　Sの等級分類を決定したバッ

　　クデータを調査した。（道示他の鋼橋の基準はJISがベースとなっている。）

　　　参照資料番号l　U－4，22，23
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要旨→　RTのJ　I　S等級分類は資料一22の実験結果（原子力設備を主と

して対象）等をもとにしたものであり、疲労強度の低下のみを考えている。

従って、主に静的荷重及び常温で供用される鋼橋には、J　I　Sの等級分類が

必ずしも適合していない。また、同じような応力状態にある鉄骨のUT検査

基準は独自なものとなっている。

丁工5z31酔の解説扱跨

　3．4　等級分顕1欠陥による強さの低下の割合は，荷皿の種頬によって大いに異なる。実験結果では，低応力破壊を

生ずるよう’な特寡な場合を除き静的荷重による強さの砥下は，衝撃や疲れのような動的荷皿による強さの低下より，は

、るかに，小さい。　，

　ここでは溶接部の等級分類に対して欠陥による疲れ強さの低下のみを考えた。ただし，突験結架のほとんどが軟鋼板

の突合せ継手の試験片に内蔀欠陥が存在する場合であるため，特殊銅への準用の場合とか，すみ肉溶接部とか，縦面欠

陥の場合には，強さとの閃連が明らかではない。しかし，相対的に良否を判断する意味では利用できよう。

　等級分題は等絞致を増しても煙継であり，実さいには使用されないことも起こり得るので．4等級に分鼠した。

　この親格には，溶按郎の合否についての親定は含まれないが，合否基準を定める場合，いたずらに上級とすることは

避けたい．たとえば，余盛を削除しないような溶接練は，余盛が存在することにょり，疲れ強さがかなり低下するため

．1級を合格と決める必要はない。ここで，各等級に対応する構造物としてつぎのように考えた。

　　　1　級　繰返し荷皿を受けて疲れ強さをとくに考慮しなけれぽならないもの，または破壊によって重大な災害が

起こるもので，余盛を削除するようなものo

2　無　余盛は削除しないが，繰返し荷皿を受けるか，おるいは強さが1k要と考えられるもの。

　　3　級使れ強さを考慮しなくてもよいようなもの。

　3．4．1　第1種の欠陥の等級分蹟・欠陥を含み，余廣を削除した試験片の強さの低下に岡する実験結果を・応力に

直交する断面での欠陥率と疲れ強さとの関係にまとめると，本文薮13に示した1，2，3および4級は，モれぞれ欠陥率

1％以下，3％以下，6％以下および6％をこえるものに対応するので，余盛を削除した継手に対する各尋級の疲れ強

さは，無欠陥の場合の75％以上，55％以上，45％以上および45％未満程度と考えられる．

　3．4．2　第2種の欠陥の等級分顕　ASME　Sec．IIIでは，スヲグ巻込みに対する合否基輩を板厚の1’3において

いる。したがって，これを2紐相当とし．本文表14のように定めた。スラグ遊込みに関する突験結果を欠陥の艮さと

疲れ強さとの関係にまとめると，2級のものは疲れ強さが50～60％に低下する。

　1級としてはISOの合否基串に従って板摩のV4をとることとし，本文衷14のように定めた。

　3毅に対しては強さよりもむしろ溶接技術の点から板厘のV2として，本文表14のように定めた・

（2）UT検査実績

a．　本四（鋼床版現場溶接部）及び首都高（鋼脚現場溶接部）で実施したUT

　検査の実績（報告書）を調査した。UTを適用した橋種、部位、判定基準、

　　検査ロット、抜取率、自動化、記録性にっいて、下記の報告書に記載されて

　　いる。

　　　参照資料番号；U－15，16　（本四）

　　　　　　　　　　U－17（首都高）
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要旨→　本四のDルート吊橋3橋の鋼床版現場溶接継手に適用された自動U

T検査（端部及び交差部は手探傷）は、検査率100％（従来のRT検査基準

では約姐％の検査率）及び下記に示す要領で決めた判定基準で実施された．

　・　判定基準はRTの等級分類と少なくとも合否を合せることを第一義と

　　して決定している。

　・　欠陥指示艮さは欠陥実寸法に合せるため、試験片を用いた実験で求め

　　た補正係数で補正している。

　首都高のD31～34工区の鋼橋脚現場溶接継手に自動UTが適用された。

検査率100％で、判定基準はL検出レベル2級以上を合格としている。UT

を適用した理由の一っには、架設現場が住宅密集地域及び一般車両通行区域

にあるため、放射線被爆に対する安全性を確保する必要があった。

和Plレトのπア判定窪苧

　自勘超音波探錫検査で推定した欠陥の種類及び寸法を基に、合否を

放射線透過試験と整合させるため．JIS　Z　3104の1級，2級

．を合格・3級lg4級を不合格とし・鍛5－1に示す判定基準（案）を

作成した．

自勘超音波探偶検査で推定した久陥の毬類
合　否 等　級

ブローホール 面状久陥 落込み不良 割　　れ

合　格
1 準レベル以下 長径£≦3陥

長さに関係

なく不合格

長さに関係

なく不合格

2 長径皇≦3厘ロ 3〈丑≦4覧ロ

不合格
3 3＜丑≦6悶 4＜彦≦6膣風

4 £〉6顛 £＞6阻阻

表5－L銅床版板鳳12鼠四の片面突合せ溶接の場合の判定基準（案）

3等級にっいては。JISZ3104に準じて分煎した．
3基準レベル以下とは．記録されたエコー高さ，映像が基準レベル

以下の場合には欠陥としない．
3且は自動超音波探傷検査結果記録紙より測定した久焔指示長さ
：久陥の毬類の判別が紛らわしい場合には、厳しい判定を行なう

ものとする。

3継手の合否．は継手を250堕臨・間隔に分剤し、各250悶間隔毎
に判定する．

　表5－1．判定基逗（案）において、ブローホールと面状欠陥の合

否を欠陥指示長さ3恥と4賊に敢えて分けたのは、ブローホールと面

状久陥が麺音波上判別できる事を前提にしたものであるが、この程度

の久陥の大きさでは、かなリ困甦であリ、厳しい方に合わせて面状久

陥も久陥指示長さ3悶を超えた場合には、不合格とすべきではないか

と言う考え方もある．

　ちなみに、JIS　Z3060r銅溶接部の超音波探傷試験方法及び試験結

呆の等級分類方法』では・L検出レペルの場合でも、欠陥の毬類に関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ係なく、エコー高さの領域がn，皿で欠陥指示長ざが9画厘を超えるも

　　　　　　　　　　1のは3級としている．（2級までを合格とした時不合格となる．）

　なお、欠陥の毬類の判別にっいては、各システムのマニュアルによ

るものとし、ここでは省略する．

／26－4一



b．　その他に自動UTの適用例や今までに実施したUT検査の実患（アンケー

　ト）を調査した。

　　参照資料番号l　U－5，8

　　　要旨→　UT検査は、上記の2例以外にラーメン橋脚の隅角部、トラス弦材

　　　の角溶接、丁字，十字形完全溶込み部等、主にRTの適用が困難な部位に適

　　　用された実績がある。

（3）ア地錘

　a．　過去に橋建で実施したr鋼橋の溶接部に対する非破壊検査の現状』のアン

　　　ケート結果を入手した。

　　　参照資料番号l　U－5

要旨→　RTとUTの選択にっいて橋梁メーカーの考え方は下記に示すよう

な結果となっている。

アガー←

橋梁製作時に、

平板の突合せ溶接

部の非破駿検査を行

う場合、いずれの方

法を選び’まナカ㌔

一
① RTのみで十分で

　ある…28工場（58％）

②　RTとUTの併用
　がよい…18工場（38多）

③UTのみで十分で
　ある一・2工場（4勇）

　』それぞれの回答理由を集約しますと・次の

通りでした。

　①の理由

◇示方甕、客先仕様等の基準が明確である。

◇　記録性に富む。

◇　客先の信頼性が一番高い。

◇　自動溶接で施工されるので品質が安定し

　ている。また、板厚は通常40朋以下であ

　り、RTで十分対応できる。

NDl資格
の　種　類

全48工場中有資格

者を有する工腸数

全48工場の有

資格者の総数

1工場で保有する

最大有資格者数

特　　級 7工場（15紛 10名 3名

RT
1級 31〃　（65㊨ 71〃 7〃

2級 45〃　（94殉 174〃 16〃

UT
1級 34〃　（71扮’ 76〃 7〃

2級 48〃　（100紛 400〃 23〃

．②の理由

◇　併用することで省力化できる。

◇　使用板厚によって使いわけができる。

◇　祉内管理用にUTを併用

◇　欠陥位置確認のためRTに併用

③の理由

◇　安全性に優れているo

◇　作業性が良く、工程への対応が早い。
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UTとRTの経済比較

　アンケートのしめくくりに、UTとRTを

コスト面で比較していただきました。

　橋梁の製作では、従来どちらかというと、

RT主体であったためか、現時点では、単純

に経済比較は難しいようです。

　しかし、アンケートでは、いろいろの仮定

や条件のもとではありますが、39対5でUT

の方がコスト的に有利…という結果が出まし

た。その理由の上位5項目は、次の通りでし

た。

　1）場所や時間の制約がなく、工程に左右

　　されない。

　2）RTにくらぺ設備が簡単で、一人作業

　　が可能なうえ、検査能率がよい。

　3）検査結果がその場ですぐわかる。

　4）設備費や消髭品代が少なく、検査単価

　　も安い。

　5）X線被煙のような心配がなく、安全性

　　にすぐれている。・

　一方、RTの方が有利であるという理由の

主なものは、次の通りでした。

1）記録性にすぐれ、検査結果が安定して

　いる0

2）過去の実績が十分である。

3）UTが自動探傷で処理できれば良いが

　まだ開発途上であり、現時点ではRTの

方が有利である。

4）検査会社を利用することで経済的に処

理できる。

　いずれにしろ、現状では、RTへの依存度

が高いためか、経済比較をするにはデータの

持ち合せが少なく、感覚的な比較になったよ

うでづr。

ρ表 自動麟を橋梁製作に使用する場合帳暫と短所

　　　　　　　　　　　（虜）内数字は回答件数

長　　　　　　所 短　　　　　　所

・記録性に優れている　　06） ・短い検査長や継手端部で

・長い検査長で能率が良く 非能率でコスト高　　　　Oの

コストが安い　　　　　⑳ ・探傷時問がかかりすぎ

・客先に対し説明が容易 作業性が悪い　　　　　　⑨
（説得力、客観性）　16｝ ・探傷部位が限定される　　｛7｝

・検査精度が良い　　　　　（5》 ・検査会社が少なく
●安全性力：高レ、　　　　　　　　　　　15｝ 装置・検査料も高い・　　　141

・妓術者の能力に左右され ・検査方式によって評価が

ず個人差が少ない　　　141 違う，規格の整備が必要　131

ゲ

（4）他の研究会の活動状況

a．　現在、橋建をはじめとして他の研究会で、UTの鋼橋への適用について、

　　調査研究を実施しているところはない模様である。
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（5）UTとRTの比較

a．　欠陥検出能力等について、UT（手，自動）とRTの比較を調査した。

　　参照資料番号l　U－6，7，10，12，15，16，17

要旨→RT，手動UT及び自動UTの欠陥検出能力等を比較すると以下のこ
とが一般的にいわれている。

◎

項　　　目 X
（

原理的方法 透

物理的エネルギー 帯
唱

健全
原 透過

欠陥における現象 その
陥部
透過
関係

X線

理 情報の表示

表示の内容 健全

写真

　△
る方

行方
割れ． 」 きる

プ 一般
欠 以上

い．

◎

陥 ブローホール 検出

パイフ’ ◎

の

融合不良
　△
る方

検 持つ
にく

O
出 溶込み不足 って

もあ

スラグ巻込み O
（その他異物の巻込み

RT、手動UT及び自動UTとの比較

◎：良い　　○：普通　　△：やや劣る

X線試験
（直接撮影法）

透過法

電磁波

健全部と欠陥部とでは
透過線量が異なる．

その程度は健全部と欠
陥部の材質及び放射線
透過方向の欠陥寸法に
関係する．

X線フィルム

健全部と欠陥部とでは
写真濃度が異なる．

△　放射線の透過す
る方向に対し、ほぼ平
行方向の割れは検出で

一般的に透過方向と15’
以上傾くと検出が難し

◎　微少な物以外は
検出できる．

◎検出できる。

△　放射線。の透過す

る方向に対し、角度を
持つ場合が多く検出し

O　欠陥の方向によ
っては検出しない場合
もある．

超音波探傷
　（手探傷）

パルス反射法

弾性波

健全部では反射波が生
じないが、欠陥部では
反射波が生じる．

その程度は健全部と欠
陥部の材質に関係する．

ブラウン管

欠陥エコー高さ、欠陥
位置を数値で表示

O　超音波の進行方
向の平行に近い割れは
検出できない事がある
が殆ど検出できる．

△　球状のため反射
波が得にくく検出しに
くい．

O　欠陥の向きによ
っては検出できる．　同左

×：劣る

蕩 自動超音波探傷
（AUT）

パルス反射法

弾性波

が生

では
同　　左

と欠
する．

・ブラウン管
・チャート紙による

記録

欠陥 A、B、Cスコーフ●
による表示

行方 O
れは
ある 同　　左－

●

一

反射 △
しに

同　　左

によ O
岡　　　㌻

◎　面状欠陥の為、　　◎
エコーが返り易く、ほ

ぼ検出できる．　 同左

◎

同　左．

◎

同　左

O　微細なもの以外　　O
検出できる．　　　　　　同左
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◎：良い　　O＝普通　　△：やや劣る　　×＝劣る

項　　　目 X　線　試　験
（直接撮影法〉

超　音　波　探　傷
　　（手探傷）

自動超音波探傷

　（AUT）・

試
　
　
　
　
験
　
　
　
　
機
　
　
　
　
能

欠陥の種類の判別・ O △ △

欠陥の形状の判別 ◎ △ O
欠陥の寸法の判別 O △ ○

欠陥の平面位置 ◎ ○ ◎

欠陥の断面位置 △ O ◎

試験が出来る板厚の

　　上限
O ◎ ◎

．試験が出来る板厚の

　　　’下限

◎ △ △

片面からのみで

　　　試験が可能
　×　フィルム脱着の
為不可能

◎
　
　
　
q

◎

記録の客観性 ◎ × ◎

試験の迅速性 　x　判定結果は翌日
となる事が多い．

◎　その場で判定・ ◎　その場で判定

装置．の機動性
△
　30～40㎏

◎
　7～8kg

△　本依20～
50kg走行部2㎏

作
　
業
．
能
　
率

検査速度
（1チーム当り）

△
2
0 ～30枚／日

△
　20～30m／日

0
2
0

～30m／日

1チームの人員 作業員　現像　　計

　3名＋1名＝4名

探傷　　記録　　計

1名＋1名＝2名

探傷　　記録　　計

　　　　　　2名

1人当り作業量 5～7．5枚／人 1’0～15m 10～15．m

そ
の
他

作業環境

（安全管理》

×　検査付近

（半径5～7m）
　　立入禁止

◎制限なし ◎　制限なし
●

・1

　高温われ

UT〉RT厳しい　甘い
判定　　　判定

　融合不良

UT＞RT厳しい　甘い
判定　　　判定

●

ウ才一ムホール　　ブローホール

．∪丁　＜　RT　　UT　＜　RT
甘い　　　厳しい　甘い　　。厳しい

判定　　　判定　　判定　　　判定

面状欠陥 丸みをおびた欠陥
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（6）その他

a．　自動UTの機器及び性能にっいて調査した。

　　参照資料番号l　U－9，14

要旨→探触子が自動的に動き、超音波画像（A，B，Cスコープ）を自動記

録する自動超音波探傷システムが開発されている。

2－2　問題点の整理

（1）UTの採用を阻害する要因

a．　現在までRTで検査してきた実績に対して、欠陥検出能力、信頼性、記録
　性において、UTが同等もしくはそれ以上であることを要求される

b．　RTとUTとは、欠陥検出原理の違いから、検出結果を1対1に対応させ
　ることは容易ではないとともに、RTの欠陥検出能力をUTが包含すること
　はかなり難しい。

　　参照資料番号；U－6，17

（2）UTとRTの比較

a．　欠陥検出能力、記録性、安全性、経済性等にっいて、UTとRTを比較し
　た場合、それぞれに長所、短所がある。特に、検出能力にすぐれている欠陥

　の種類がUTとRTでは異なるため、どちらが鋼橋の溶接部の検査に適して
　いるかは一概にはいえない。

b．　同一の溶接部でUTとRTで検査結果を比較するとかなりの確率で同じ判
　定になる。　（道示の判定基準）

　　参照資料番号；U－6，10，17

要旨→RTとUTの欠陥検出能力及び判定の比較にっいて、鋼床版のデッキ

プレート及び鋼橋脚のフランジ，ウェブの現場突合せ溶接部を対象とした試

験体（故意に欠陥を発生させたもの及び施工試験体）と実橋の例を下記に示

す。但し、実橋の場合、欠陥が少なく等級も1級もしくは2級のものが多い

ため比較がむずかしい面もある。尚、実橋の鋼床版溶接部でUTが不合格に

なった部分についてRTとの比較を行っているが、欠陥（指示）長さにバ’ラ

ツキがある。
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RTと肝のズ絢知諺力膨判定婿更

今回の超音波探傷判定区悶としては、放射線透過試験ばフイルム

有効長250．馳のうち、久陥の一番密に存在する試験視野内・（ロ

10x10服）で等栽分類を行う事になっているため、放射線透過試

験に合わせて摺接継手を250目m区問に等分し、その区間毎につい

て等級分類した．

放射線透過試験と超音披探倒検査の等，級分頬及び合否の合致率を

表6－2に示す．

・　JIS　Z3104の等級分類は、第一種の欠陥の場合には、試験部の全面
　積（フイルム有効幅）のうち、欠陥点数がもっとも大きくなる部分の試
　験視野内を対魚とする．

　試験視野は、・母材の厚さ25皿m以下の場合には、ロ10x10加となっ
　ている。

表6－2．合致率裟

＝合致串∫＝UTによる等蔵分類，合否／RTによる等級分類，合否x100
　　　　（対訣区間20区閥）

検　　査　　会　　社　　　等級分類合致率 合否の合致率

A　社 75％ 100％C　社 809も 95％
J　社 80％ ユOO％
R　社 809も 95％

』励ま1【　　”　　　　　ト

　次に鴨自動超音披掘傷検査結呆と放射練透過試験結県との対比をす

るため・自勘超音披擦傷検査によリ不合格欠陥と判定された箇所の一

師についてX線7イルムを撮形した．モの枯果を寂一6に示す．1
　また．自勤超音渡擦傷検査が適用できない端郎及びi交i笈部〔ピの検

i査後自勘超音波擦傷と同槌記録が取れる半自動（SUT）装鷹が開発さ
れ実用されつっある》において、手・撮餌を行・コたi紬‘果：欠隔なし（等級

1級》と判定された一部（蝋部8箇所，交差都38笛所）をX繍フイノレ

ム撮形した結果・等級2級が4箇所・1級のうち欠陥検出が4箇所，
無久陥が38箇所（82・6メ）であった．モの柏果をゑ一7に示す．

表一6．自動超音波探傷検査紬果と放射線透過試験結渠との対比

放射繍逝過試験結果 白勤紐音波探傷検査結呆 陥長さの差

（RT一ロT）’処翻・蝸餓・失触匙 等級 等級 エコー凝・嫡脈駐

励雫一24開 4 4 50瓢　。　25臓置 一1加
露込み不足9－5開 4 4 30藩　・　10陥 一5回皿

プロホール（故）一一M照 4 4 85巽　・　13賊 尋1置回

ブロホール（自鉛一90厘鳳 4 4 95芳　・　85蹴 尋5皿m

ブ妹一眠触）一12蹴 4 4 75箔　・　10四 ＋2開
ブロホール（壱昼）一一31駅 4 4 100望　　25阻皿 ◎6□隠

プ砿一ル（触）一一28開 4 4 75メ　・25口皿 寺3悶
カムール（雌）一一67嗣 4 04 100メ、・65・置 “2鵬
プロA一ル（触）一一72開 4 4 100メ　・60風填 ◆12皿■

ブ戯沸（触》一駈口 4 3
、 50男　。　5鵬 ＋3旦鵬

検島匙“ず 1 4 55藩，・　20□国 一20服

プ眺一双触）一17悶 4 4 100メ　・　2h風 隔3叩
ブロ“一ル（禽戴）一一13四 4 4 100望　・　15ロ風 r2口贋

プロ盒一ル　　ー2聞 監 1 355　・　3匝 一1皿興
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箇　所 箇所数
改射線透過試験

伽　　　　考等級 箇所数

端　部 8
1 6 久焔なし6箇所
2 2 ブローホール1箇所，スラグ1箇所

3 O

交差餌 38
1 36 欠陥なし32箇所，ブローホール4笛所

2 2 スラグ1箇所，バイピング1箇所

3 0

灘一7・超音波擦餌1級（手踏）と放艦哀透過試駿糟果との等級対．比

表軸6か轍射棚過試猟果の焔長さを正とし．自勘瀦波探
鰍蝋果の欠綿示燃が過大陥碗し・は過小評価であワたカ、を
グラフー1に示す．

5　－5　辱4　－3 。2－1　1 伊1　“2　◆3　“4 ◎5　◎6 蹴）

●
一
1 2

1
6

●＋20

グラフーL欠陥長さ10暫・以上の欠陥抽定寸法のパラツキ

　　　　　　　　　　ロ
ー5。5．融嘆、1←1→．1醗価、4

　グー7 r『ユ．．1も、杢舗嫡趣るような大帥畑で．放禰聞
巡の塾鎚i」・、麺搬P欠陥鍵膨磯．レての嬬P櫨寸法の
パラツキ嵐士2菖曜展と墨掴賄．　　一… 一一一’『 一一 　旧一

徽・．鏑型一瓶撫．の塑、井、ば・UT－4桝蹟灘対してR
∫』』4．級力1．・、・晰とR．Tr．些、級．が珊”rであ’ヨ『た，1‘冒UT－3級、箇

亟．監籔、て．3．τ．選タ．麹φ舜・
UT一・級47．簿所B謝してRT

二」亟、ター登．笛、旗墨丁・r．2 綱14蹄でありと．晒緬1強τ一軸所

継塾嫡コ．。．郷タ槻．炉瓢たことに嫡．ビ致・しなか．った

翅コー埋供ったもの．は，σT一轍のもりがRTマ，職．齪融
血塾、鋤塁箪π、のみマあった．　　　！
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3．　今後の研究課題

　UTとRTの比較（主として、RTを基準にU　Tを評価する）を中心に記述してあ

る報告書の多くは、UTとRTは単純には優劣がっけがたいと結論しているため、現

在、RTを採用している道示を、UTがRTの検出能力を包含することを示すことに

よって、UTをRTと対等な位置付けに改訂することは困難であると思われる。

　従って、今後の研究は、溶接部の要求継手性能を満足するためのUT独自の検査要

領を、下記の手順で定める方向に進める必要があると思オ）れる。

（鋼橋技術研究会の特定部会「非破壊検査適合性研究部会」で研究を行う予定）

適用溶接部位（UTを適用したい突合せ溶接部1の設定

　　　　　　　↓
発生予想欠陥の種類（欠陥発生塾）

　　　　　↓
まの1翻壕頚塾の要．求継．手性能

　　　　　↓
　　許容欠陥の程度

非破壊検査の欠陥検出率　　　　　　　↓
欠陥寸法推定精度（UT）　→　　合格基準」盤一査率L
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別紙一1 「UT検査の鋼橋への適厘について』の資料リスト　（1／2）

No． 項　　　目 種別 是供天

配布

時期 褒 備考

U－1 研究計画 資料 川重 63／6 4

U－2 道示 基準 川重 63／6 3

U－3 JIS　Z3060 基準 川重 63／6 16

U－4 JIS　Z3104 基準 川重 63／6 8

U－5 鋼橋の溶接部に対する非破壊検査の現” 資料 川重 63／6 8

U－6 RTとUTの溶接部欠陥検出比較について 論文 川重 63／8 15

U－7 細長い欠陥でのRTとUTとの判定基準値の

　　　　　　　　　　　　　　比較

資料 川重 63／8 2

U－8 自動UTの鋼橋への適用例 資料 川重 63／6 1

u－9 自動超音波探傷装置について 資料 川重 63／6 18

U－10 Dルート吊橋3橋鋼床版現場継手の

　　　　　自動超音波探傷検査報告書

資料 川重 63／8 11

U－11 超音波探傷の概要 資料 川重 63／6 4

U－12 鋼床版現場溶接継手部の自動超音波探．

　　　　　　　　　　　　検査の適用

資料 川重 63／8 25

U－13 首都高r現場溶接施工管理要領」 資料 川重 63／8 2

U－14 自動UT機器のカタログ 資料 宮地 63／8 15

U－15 鋼床版現場溶接継手の自動超音波探傷

　　　　　　　　　適用試験報告書

資料 宮地 63／8 65

U－16 鋼床版現場溶接部の超音波探傷について 資料 宮地 63／8 50

U－17 自動超音波探傷検査及び放射線透過試1

　　　　　　　　　　比較検討報告書

資料 宮地 63／11162

U－18 道示改訂案 基準 川重 1／2 4

U－19 鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規占

　　　　　　　　　　　　　　・同解説

基準 川重 1／2 23

U－20 溶接部の超音波探傷検査基準

　　　　（J　I　S，道示，鉄骨の比較）

資料 川重 1／2 2
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rUT検査の鋼橋への適用について』の資料リスト　（2／2）

No． 項　　　目 種別 鳳供天

配布

時期 備考

U－21 WES2805溶接継手のぜい性破壊発生に

　　　　　　　対する欠陥の評価方法

基準 日本

製鋼

1／2 8

U－22 欠陥を有する突合せ溶接部の低及び中間

　　　　　　　　　サイクル疲労強度

論文 川重 1／4 34

U－23 鉄鋼溶接部の非破壊検査像とその機械・

　　　　　　強度との関連性について

論文 川重 1／4 28

U－24 昭和63年度　研究結果 資料 川重 1／4 5

U－25 道示以外の鋼橋のUT検査基準

（鉄建公団，名古屋高速，道路公団，J　R）

資料 川重 1／9 3

U－26

U－27

U－28

U－29

U－30

U－31

U－32

U－33

U－34

U－35

U－36

U－37

U－38

U－39

U－40

U－41

U－42
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